
～平成30年度交付決定額： 千円 平成31年度要望額： 6,287 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

本計画に基づく事業の実施により、町民の地域の伝統文化に対する関心や意識が向上し、地域の文化
財の保存と後世への確実な継承とともに、地域の活性化が期待できる。また、文化財保護団体、瑞穂町
教育委員会等が連携し、様々な事業、情報発信を行うことにより観光客を町に呼び込むことができる。

現在、「歴史文化基本構想」の策定及び「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込
等はございません。

地方公共団体
担当部局課

瑞穂町教育委員会 教育部 図書館

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

東京都瑞穂町  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
教育委員会教育部図書館：各補助事業における文化財の取扱い等に関する指導・調整等
文化財保護審議会 ：神輿の修理における指導・助言等

また、補助事業は次の団体が実施する。補助事業に係る書類及び成果物等は実行委員会事務局が管理す
ることとする。
事業終了後は、文化財保護審議会に事業の実施報告及び成果の評価を行う。
高根町町内会（会長：池谷功）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

・瑞穂町高根地区の夏祭りで使用する瑞穂町指定文化財「高根の神輿」は、明治初年頃に地元の宮大工
伊東清右衛門により制作されたもので約１５０年が経っている。現在も制作された当時の姿のまま地
元の方により大切に管理されてきたが、経年劣化で傷み行事で使用する際に支障が出ている状況であ
る。神輿を修理し安全を確保しつつ、後世への伝承と高根地区のみならず瑞穂町を挙げて文化財に対
する意識の高揚をはかる。また、修理中の現場を見学し、神輿の構造等を学ぶことで適正な保存・管
理・使用方法を習得します。修理は平成３２年３月までに完成させ、平成３２年７月の高根地区の祭
で使用する。

・神輿を含めた地域の文化遺産を町内外に発信するため、町内文化遺産のパンフレット等の活用、修理
完了後に郷土資料館での神輿展示、製作する修理記録映像の上映会を実施するなど、貴重な文化財を
後世に伝えて行くという意識の醸成をはかる。

地域文化遺産活性化

平成 31 年度 ～ 平成

東京都瑞穂町文化遺産活性化事業
【計画の改善時期】

平成３１年度

事業概要：
自主財源を確保するため、祭礼の積立金及び地域住民や事業に賛同いただける方から寄
付を募り事業費に充当する。

事業概要： 瑞穂町の文化財保存事業費補助金を活用する。

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

31 年度

様式１－１



％ ％％ ％ ％ ％

平成 年度 平成 31 年度 平成 32 年度平成 年度 平成 年度 平成 年度

平成 31 年度 60 ％

設定根拠３： 住民意識調査を実施し、回答者全体の６０％を設定

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 30 年度 ― ％ ⇒ 【目標値】

目標区分３： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分３： 地域に誇りを感じる住民の割合 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３：
住民意識調査
「地域の伝統や文化に関心がある」の割合

関連事業: ③

人 人人 人 人 人

平成 年度 平成 31 年度 平成 32 年度平成 年度 平成 年度 平成 年度

平成 31 年度 41,600 人

設定根拠２： 貴重な文化財を町内外に発信し、入館者数３％増加を設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 29 年度 40,392 人 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２： 地域の文化遺産関係資料館、博物館等の年間入館者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 瑞穂町郷土資料館の入館者数 関連事業: ②

年度

人 人 人 人 人 人

神輿の修理及び地域の活性化の取り組みにより２０％増加を設定

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 31 年度 平成 32

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 高根地区祭礼への参加者数 関連事業: ①④

目標値１： ⇒【現状値】 平成 30 年度 【目標値】延べ800 人 平成 32 年度 延べ960 人

様式１－１別紙①



人 人

平成 年度 平成 年度 平成 年度

人 人 人 人

～ 平成 31 年度

事業概要：
「高根の神輿」の修理と地域の文化財を町内外に発信するため、パンフレットの作成及
び郷土資料館ホームページに掲載する。また、この事業を後世に伝えるため、神輿の修
理完了後に報告書（記念誌）を作成する。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

31 年度 平成 32

具体的な指標： 事業への協力者数

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 ― 人 ⇒ 【目標値】 平成 31 年度 400 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 年度 平成

人 人 人 人 人 人

事業③： パンフレット及び報告書作成事業 実施団体： 高根町町内会

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 31 年度

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

神輿の修理完了後、郷土資料館「けやき館」及び高根町会館等において、高根の神輿
の展示と写真展を開催し、町内外から多くの見学者を獲得し、高根の神輿を多くの方に
周知する。また、地域の方に協力をいただき、古い写真を集めて展示をする。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 郷土資料館の来館者数

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 40,392 人 ⇒ 【目標値】 令和 2 年度 41,600 人

事業概要：

2 年度 100 人

31 年度 平成 32 年度年度 平成 年度 平成

神輿の展示及び写真展事業 実施団体： 高根町町内会、瑞穂町教育委員会

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

⇒

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 30 年度 ～ 令和 2 年度

人人 人 人人 人

事業②：

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 記録映像作成事業 実施団体： 高根神輿修理実行委員会

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 記録映像上映会への参加者数

目標値：

～ 令和 2 年度

事業概要：
神輿の修理に際し、作業工程や式典など記録を残すことで貴重な地域資料となる。ま

た、神輿の調査段階からの映像をまとめることで貴重な記録集になり、これらを地元の
力で公開することで、地域の宝は地域で守る重要性を改めて発信することができる。

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 31 年度

【現状値】 平成 30 年度 ― 人 【目標値】 令和

様式１－１別紙②



年度 平成 年度 平成 年度 平成

延べ960 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 年度 平成

人 人 人 人 人 人

事業概要：
高根地区の祭礼で使用する神輿が経年劣化で傷んでおり、行事に使用する際支障が出

ているため修理を行う。併せて修理現場の公開を実施し、神輿の構造の理解と管理方法
等を習得する。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

31 年度 平成 32

具体的な指標： 祭礼への参加者数

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 延べ800 人 ⇒ 【目標値】 平成 32 年度

事業④： 高根の神輿修理事業 実施団体： 高根町町内会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 31 年度


